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テーマ
行事への
取り組み

学校行事 部活動 環境整備 危機管理 いじめ防止 私服登校 総合学科
入学して
良かった

学習意欲 学習習慣 読書習慣 授業の工夫 地域貢献 タブレットの利用 教育課程 進路指導 挨拶励行 生徒心得
顧問の
指導方針

人権教育 生徒理解 情報発信 情報提供

新
型
コ
ロ

あ
な
た
は

、
目
標
や
目
的
意
識
を
持

っ
て
学
校
生

活
や
行
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
か

。

あ
な
た
は

、
文
化
祭
・
体
育
祭
・
総
合
学
科
発
表

会
な
ど
の
学
校
行
事
に
満
足
し
て
い
ま
す
か

。

あ
な
た
は

、
部
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま

す
か

。

本
校
は

、
教
室
内
外
の
清
掃
・
美
化
な
ど

、
校
内

の
環
境
整
備
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
か

。

本
校
は

、
防
災
や
生
徒
の
安
全
に
つ
い
て

、
配
慮

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
か

。

本
校
で
は

、
H
R
で
の
取
り
組
み
や
ア
ン
ケ
ー

ト

を
通
じ
て

、
い
じ
め
等
の
予
防
に
向
け
て
適
切
に

対
応
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
か

。

あ
な
た
は

、
私
服
登
校
可
能
期
間
を
今
後
も
実
施

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
か

。

あ
な
た
は

、
総
合
学
科
の
特
色
あ
る
取
り
組
み

(

産
業
社
会
と
人
間

、
総
合
的
な
探
究
の
時
間

、

課
題
研
究

)

に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

か

。

あ
な
た
は
こ
の
学
校
に
入
学
し
て
良
か

っ
た
と
思

い
ま
す
か

。

あ
な
た
は

、
本
校
で
の
学
習
に
対
し
て
興
味
・
関

心
を
持

っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
か

。

あ
な
た
は

、
家
庭
学
習
の
習
慣
が
確
立
し
て
お

り

、
自
ら
学
ぶ
力
が
向
上
し
て
い
ま
す
か

。

あ
な
た
は

、
読
書
を
す
る
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い

ま
す
か

。

本
校
の
教
員
は

、
生
徒
が
主
体
的
に
興
味
を
持

っ

て
取
り
組
め
る
よ
う
に
授
業
改
善
に
努
め
て
い
ま

す
か

。

本
校
は

、
地
元
の
住
民
や
地
元
企
業
な
ど
と
連
携

し
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
と
思
い

ま
す
か

。

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
授
業
そ
の
他
で
活
用
で
き
ま
し
た

か

。

本
校
に
は

、
あ
な
た
が
学
び
た
い
科
目
や
進
路
を

実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
科
目
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
か

。

本
校
の
進
路
指
導

（
面
談
・
進
路
情
報
の
提
供
・

面
接
指
導
・
補
習
等

）
は

、
充
実
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
か

。

あ
な
た
は
挨
拶
を
す
る
こ
と
を
心
掛
け
た
り

、
交

通
マ
ナ
ー

の
向
上
を
図
る
な
ど

、
社
会
性
の
育
成

や
基
本
的
生
活
習
慣
の
定
着
に
努
め
て
い
ま
す

か

。

あ
な
た
は
生
徒
心
得

（
頭
髪
・
服
装
・
規
則
等

）

を
守

っ
て
い
ま
す
か

。

部
活
動
の
顧
問
は

、
部
活
動
の
意
義
を
正
し
く
理

解
し

、
顧
問
と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
を
常
に
意
識

し
て
指
導
に
あ
た

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か

。

本
校
は

、
人
権
H
R
な
ど
を
通
し
て
命
の
大
切
さ

や
人
権
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
い
る
と
思
い
ま
す

か

。

本
校
で
は

、
一
人
ひ
と
り
の
生
徒
の
心
身
の
状
況

を
把
握
し
て

、
適
切
に
教
育
活
動
を
行

っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
か

。

本
校
は

、
教
育
活
動
を
地
域
や
保
護
者
・
卒
業
生

に
対
し
て
十
分
に
情
報
発
信
で
き
て
い
ま
す
か

。

学
校
か
ら
の
案
内
や
年
次
通
信
な
ど
に
目
を
通
し

て
い
ま
す
か

。
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
お
い
て

、
学
校
の
対
応
は
適
切
で
あ

っ
た
と
思

い
ま
す
か

。

B B A Ｂ B Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ D B B Ｂ B Ｂ B Ａ Ｂ Ｂ Ｂ B Ｂ

よく〇〇している 37.3% 36.2% 43.2% 23.9% 30.8% 29.9% 73.3% 36.9% 41.5% 28.0% 20.1% 14.4% 25.2% 32.0% 44.0% 32.4% 33.8% 42.3% 69.0% 37.7% 30.9% 26.7% 37.4% 20.1%
だいたい〇〇している 56.2% 58.4% 29.8% 58.6% 65.3% 61.4% 22.6% 56.0% 52.0% 62.7% 47.1% 20.5% 61.9% 57.3% 45.8% 60.5% 60.1% 55.7% 29.8% 43.7% 61.2% 60.6% 53.9% 50.6%
あまり〇〇していない 5.9% 4.7% 7.0% 15.1% 3.4% 7.5% 2.8% 6.9% 5.6% 8.1% 28.1% 31.2% 11.1% 9.3% 8.5% 6.2% 5.0% 1.9% 1.1% 8.0% 7.0% 11.4% 7.8% 23.7%
全く〇〇していない 0.6% 0.7% 20.0% 2.4% 0.5% 1.1% 1.0% 0.3% 0.8% 1.2% 3.3% 34.0% 1.8% 1.3% 1.6% 0.9% 1.1% 0.1% 0.1% 10.5% 0.9% 1.4% 0.9% 5.7%

お
子
様
は

、
目
標
や
目
的
意
識
を
持

っ
て
学
校
生

活
や
行
事
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
か

。

文
化
祭
・
体
育
祭
・
総
合
学
科
発
表
会
な
ど
の
学

校
行
事
に
お
い
て

、
お
子
様

（
本
校
の
生
徒

）
が

生
き
生
き
と
活
動
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
か

。
。

お
子
様
は

、
積
極
的
に
部
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
思
い
ま
す
か

。

本
校
は

、
教
室
内
外
の
清
掃
・
美
化
な
ど

、
校
内

の
環
境
整
備
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
か

。

本
校
は

、
防
災
や
生
徒
の
安
全
に
配
慮
し
た
教
育

活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か

。

本
校
で
は

、
H
R
で
の
取
り
組
み
や
ア
ン
ケ
ー

ト

を
通
じ
て

、
い
じ
め
等
の
予
防
に
向
け
て
適
切
に

対
応
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
か

。

私
服
登
校
可
能
期
間
を
今
後
も
実
施
し
た
ほ
う
が

良
い
と
思
い
ま
す
か

。

本
校
の
総
合
学
科
と
し
て
の
取
り
組
み
が
お
子
様

の
成
長
に
役
立

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か

。

お
子
様
を
本
校
に
入
学
さ
せ
て
良
か

っ
た
と
思
い

ま
す
か

。

お
子
様
は

、
学
習
に
対
し
て
興
味
・
関
心
を
持

っ

て
取
り
組
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
か

。

お
子
様
は

、
家
庭
学
習
の
習
慣
が
確
立
し
て
お

り

、
自
ら
学
ぶ
力
が
向
上
し
て
い
る
と
思
い
ま
す

か

。

お
子
様
に
は

、
読
書
を
す
る
習
慣
が
つ
い
て
い
る

と
思
い
ま
す
か

。

本
校
の
教
員
は

、
生
徒
が
主
体
的
に
興
味
を
持

っ

て
取
り
組
め
る
よ
う
に
授
業
改
善
に
努
め
て
い
る

と
思
い
ま
す
か

。

本
校
は

、
地
元
の
住
民
や
地
元
企
業
な
ど
と
連
携

し
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
す
す
め
て
い
る
と
思

い
ま
す
か

。

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
授
業
そ
の
他
で
活
用
で
き
て
い
る

と
思
い
ま
す
か

。

本
校
の
教
育
課
程

(

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

)

は

、
お
子

様
の
適
性
や
進
路
実
現
に
応
じ
た
も
の
だ
と
思
い

ま
す
か

。

本
校
の
進
路
指
導

（
面
談
・
進
路
情
報
の
提
供
・

面
接
指
導
・
補
習
等

）
は

、
充
実
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
か

。

お
子
様
は

、
挨
拶
を
す
る
こ
と
を
心
掛
け
た
り
交

通
マ
ナ
ー

の
向
上
を
図
る
な
ど

、
基
本
的
生
活
習

慣
の
確
立
や
社
会
性
が
育
成
さ
れ
て
い
る
思
い
ま

す
か

お
子
様
は

、
生
徒
心
得

（
頭
髪
・
服
装
・
規
則

等

）
を
守

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か

。

本
校
の
部
活
動
顧
問
は

、
部
活
動
の
意
義
を
正
し

く
理
解
し

、
顧
問
と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
を
常
に

意
識
し
て
指
導
に
あ
た

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

か

。

本
校
は

、
人
権
H
R
な
ど
を
通
し
て
命
の
大
切
さ

や
人
権
に
配
慮
し
た
教
育
を
行

っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
か

。

本
校
で
は

、
一
人
ひ
と
り
の
生
徒
の
心
身
の
状
況

を
把
握
し
て

、
適
切
に
教
育
活
動
を
行

っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
か

。

本
校
は

、
教
育
活
動
を
地
域
や
保
護
者
・
卒
業
生

に
対
し
て
十
分
に
情
報
発
信
で
き
て
い
ま
す
か

。

学
校
か
ら
の
案
内
や
年
次
通
信
な
ど
を
ラ
イ
ン

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

、
ご
覧
に
な

っ
て
い
ま
す
か

。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
お
い
て

、
学
校
の
対
応
は
適
切
で
あ

っ
た
と
思

い
ま
す
か

。

Ｂ Ｂ A Ｂ Ｂ Ｂ B Ｂ B Ｂ Ｂ C B Ｂ Ｂ B Ｂ B Ｂ B Ｂ B B Ｂ

非常にそう思う 17.9% 34.9% 39.9% 8.9% 8.0% 8.0% 42.8% 17.9% 42.8% 10.1% 10.4% 5.8% 9.3% 10.5% 16.4% 8.0% 12.0% 19.2% 40.4% 22.3% 6.0% 8.0% 5.9% 26.2%
だいたいそう思う 65.6% 55.2% 30.3% 82.7% 82.0% 77.0% 44.5% 65.3% 44.5% 60.4% 44.2% 20.0% 69.5% 73.5% 63.8% 78.1% 66.0% 74.1% 54.5% 53.8% 79.8% 70.8% 67.6% 53.6%
あまりそう思わない 15.2% 8.9% 12.0% 7.4% 8.7% 12.0% 10.6% 15.7% 10.6% 26.2% 37.3% 48.4% 16.8% 14.5% 17.4% 12.9% 18.8% 6.5% 4.8% 12.3% 12.0% 17.5% 22.8% 17.3%
全く思わない 1.3% 1.0% 17.8% 1.1% 1.3% 2.9% 2.1% 1.0% 2.1% 3.4% 8.1% 25.7% 4.3% 1.6% 2.3% 1.0% 3.2% 0.3% 0.3% 11.7% 2.1% 3.7% 3.7% 2.9%

本
校
の
生
徒
は

、
自
分
の
目
標
や
目
的
意
識
を
持

っ
て

学
校
生
活
や
行
事
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す

か

。

文
化
祭
・
体
育
祭
・
総
合
学
科
発
表
会
な
ど
の
学
校
行

事
は

、
本
校
の
特
色
や
良
さ
が
よ
く
表
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
か

。

本
校
の
生
徒
は

、
積
極
的
に
部
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
思
い
ま
す
か

。

本
校
は

、
教
室
内
外
の
清
掃
・
美
化
な
ど

、
校
内
の
環

境
整
備
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か

。

本
校
は

、
職
員
の
危
機
管
理
意
識
が
高
く

、
防
災
や
生

徒
の
安
全
に
配
慮
し
た
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
か

。

本
校
で
は

、
H
R
で
の
取
り
組
み
や
ア
ン
ケ
ー

ト
を
通

じ
て

、
い
じ
め
等
の
予
防
に
向
け
て
適
切
に
対
応
し
て

い
ま
す
か

。

私
服
登
校
可
能
期
間
を
今
後
も
実
施
し
た
ほ
う
が
良
い

と
思
い
ま
す
か

。

本
校
の
総
合
学
科
と
し
て
の
取
り
組
み
が
生
徒
の
成
長

に
役
に
立

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か

。

本
校
で
は

、
生
徒
・
保
護
者
・
地
域
の
期
待
に
応
え
た

教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
か

。

本
校
の
生
徒
は

、
学
習
に
対
し
て
興
味
・
関
心
を
持

っ

て
取
り
組
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
か

。
。

本
校
の
生
徒
は

、
家
庭
学
習
の
習
慣
が
確
立
し
て
お

り

、
自
ら
学
ぶ
力
が
向
上
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
か

。

図
書
館
の
取
り
組
み
を
通
じ
て

、
生
徒
に
読
書
を
す
る

習
慣
が
つ
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
か

。
。

本
校
の
教
員
は

、
生
徒
が
主
体
的
に
興
味
を
持

っ
て
取

り
組
め
る
よ
う
授
業
改
善
に
努
め
て
い
る
と
思
い
ま
す

か

。
。

本
校
は

、
地
元
の
住
民
や
地
元
企
業
な
ど
と
連
携
し
た

取
り
組
み
の
企
画

、
立
案

、
実
践
が
充
実
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
か

。

本
校
は

、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
授
業
そ
の
他
で
活
用
で
き
た

と
思
い
ま
す
か

。

本
校
の
教
育
課
程

(

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

)

は

、
生
徒
の
適

性
や
進
路
実
現
に
応
じ
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
か

。

本
校
の
進
路
指
導

（
面
談
・
進
路
情
報
の
提
供
・
面
接

指
導
・
補
習
等

）
は

、
充
実
し
て
い
る
と
思
い
ま
す

か

。

本
校
の
生
徒
は

、
挨
拶
を
す
る
こ
と
を
心
掛
け
た
り
交

通
マ
ナ
ー

の
向
上
を
図
る
な
ど

、
社
会
性
の
育
成
や
基

本
的
生
活
習
慣
の
確
立
に
努
め
て
い
る
と
思
い
ま
す

か

。

本
校
の
生
徒
は

、
生
徒
心
得

（
頭
髪
・
服
装
・
規
則

等

）
を
守

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か

。

本
校
の
顧
問
は

、
部
活
動
の
意
義
を
正
し
く
理
解
し

、

顧
問
と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
を
常
に
意
識
し
て
指
導
に

あ
た

っ
て
い
ま
す
か

。
。

本
校
は

、
人
権
H
R
な
ど
を
通
し
て
命
の
大
切
さ
や
人

権
に
配
慮
し
た
教
育
を
行

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か

。

本
校
は

、
一
人
ひ
と
り
の
生
徒
の
心
身
の
状
況
を
把
握

し
て

、
適
切
に
教
育
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
か

。

本
校
は

、
教
育
活
動
を
地
域
や
保
護
者
・
卒
業
生
に
対

し
て
十
分
に
情
報
発
信
で
き
て
い
ま
す
か

。

本
校
で
は

、
学
校
か
ら
の
案
内
や
年
次
通
信
な
ど
を
通

し
て
家
庭
へ
の
連
絡
を
積
極
的
に
行

っ
て
い
ま
す
か

。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
お
い
て

、
学
校
の
対
応
は
適
切
に
実
行
で
き
て
い
た

と
思
い
ま
す
か

。

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ C B Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ B Ｂ

総合評価 Ｂ Ｂ A Ｂ Ｂ Ｂ B Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ C B Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ B Ｂ
そう思う 1.9% 13.2% 11.3% 3.8% 9.4% 15.1% 22.6% 15.1% 3.8% 0.0% 0.0% 0.0% 11.3% 22.6% 9.4% 1.9% 15.1% 1.9% 1.9% 11.3% 5.7% 9.4% 15.1% 13.2%

だいたいそう思う 66.0% 75.5% 67.9% 77.4% 47.2% 71.7% 54.7% 71.7% 81.1% 45.3% 20.8% 13.2% 81.1% 62.3% 77.4% 75.5% 71.7% 64.2% 66.0% 75.5% 69.8% 84.9% 69.8% 77.4%
あまりそう思わない 32.1% 11.3% 20.8% 18.8% 37.7% 11.3% 15.1% 11.3% 13.2% 50.9% 67.9% 62.3% 7.6% 13.2% 13.2% 18.8% 11.3% 32.0% 24.6% 9.4% 13.2% 3.8% 13.2% 9.4%
そう思わない 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.7% 1.9% 7.5% 1.9% 1.9% 3.8% 11.3% 24.5% 0.0% 1.9% 0.0% 3.8% 1.9% 1.9% 7.5% 3.8% 11.3% 1.9% 1.9% 0.0%

　

４．キャリア教育の推進・個に応じたガイダンス

　13.進路指導
　 ・大学や専門学校へ進む生徒が多くなってきています。専門
　　　学校へ進む生徒からすると選択科目が限られていますが、
　　　選ぶのが難しいです。
　　・講演会で話が聞けることは何かのきっかけになると思いま
　　　す。
　　・キャリア教育推進の進路指導において、保護者の評価が昨
　　　年より低下の傾向を示しています。制度や対応に変化が

　　　あったのでしょうか。

　17.教育課程
　　・教育課程及び進路指導では、良好な結果が出ており、教育
　　　課程や職員の丁寧な指導が生徒や保護者にも理解されてい
　　　るのではないでしょうか。
　　・すべての項目について評価が高く、進路指導や教育課程へ
　　　の満足度の高さがうかがえました。引き続き、継続してい
　　　ただきたいです。

５．人間的ふれあいに基づく生徒指導

  2.挨拶励行
　　・生徒や保護者に比べ、職員の評価が低くなっているのが
　　　気になります。職員から更に声掛けをすると生徒は答え
　　　てくれるのではないでしょうか。
　　・来校した際、挨拶をしてくれる生徒が多い。。
　　・幼児が来校した際、生徒たちの幼児への優しい言動と笑
　　　顔がとても印象に残っています。
　　・大項目「人間的触れ合いに基づく生徒指導」において
　　　は、全般的に高い評価となっています。しかしながら、
　　　顧問の指導方針で生徒・保護者の評価で「あまりそう思
　　　わない・そう思わない」の否定的な意見が気になりま
　　　す。生徒のコミュニケーションをさらに深められるよう
　　　お願いします。
　 3.生徒心得
　　・登校時、チャイムが鳴り始めで遅刻となりますが、ま
　　　ぜ、チャイムの鳴り終わりではないのでしょうか。
　　・人間的触れ合いについて、すべての項目で評価が高く、
　　　素晴らしいです。

６．開かれた学校づくり

　 21.情報発信（ＨＰの充実等）
　　　・「生徒の評価」では、肯定的な回答が多かったのです
　　　　が、生徒は「学校の教育活動を地域や保護者・卒業生に
　　　　対して十分に情報発信できているか」どうか、分かって
　　　　いるのでしょうか？保護者も同様です。質問項目の検討
　　　　が必要ではないでしょうか。
　　　・ＨＰは写真も新しくなり、見やすいです。
　　　・部活動の紹介の写真を新しいのにするとか数年前にして
　　　　いた動画もいいと思います。

　 22.情報提供
　　　・情報発信においても、日頃から取り組まれていること
　　　　が、評価に表れています。
　　　・学校からの情報提供について、生徒が目を通す評価が昨
　　　　年より向上しているものの保護者が目を通していないと
　　　　いう数値が上がっている。保護者教育参画のため、意識
　　　　づけの検討をお願いします。
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３．基礎基本の定着と個に応じた学習習慣

　5.学習意欲

　　・一番肯定的な意見が、生徒28.0%、保護者10.1％、職員０％となってい
　　　る。一方、否定的な意見は、生徒9.3％、保護者29.6%、職員54.7％と
　　　なっている。職員の評価がかなり厳しい。この傾向は以前から変化し
　　　ていないように思います。

　 6.学習習慣
　 ・学習意欲、学習習慣について、生徒の日常を間近で見ている保護者の
　　　評価が昨年に比べ低下していることが気になります。生徒の帰宅後の
　　　行動は様々で指導は難しいと思いますが、自宅での学習を習慣づける
　　　ような取り組みをお願いしたいと思います。
　  ・学習意欲と同様の傾向となっています。否定的な回答の割合が、学習
　　　意欲よりも悪い結果となっています。学習意欲と共に学習習慣を付け
　　　る工夫が更に必要であると思います。
　　・学習意欲、学習習慣について生徒の思いと教職員の評価にずれがある
　　　ため、更なる工夫が必要ではないかと感じました。

　 7.読書習慣

　　・私も高校時代部活動ばかりしており、読書はあまりしませんでした。
　　　立派な事は言えません。ただお手本となる大人（保護者＆職員）も読
　　　書の時間が取れていないのが気になります。
　　・読書習慣は、生徒、保護者、教員とも評価が低く、部活動などで読書
　　　する時間は難しいのかもしれませんが、ＳＮＳなど含め、スマホを触
　　　る時間の方が多いのも今の時代なのでしょうが、本に触れることに
　　　よって感性が豊かになることも知ってほしいです。
　　・読書習慣への評価が特に低く、時代を反映しているものとも言えます
　　　が、ぜひ読書の面白さを伝えていただきたいです。

　19.地域貢献
　 ・地域貢献について、地元企業さんのご協力のあってその企業のことを
　　　知ることにより、生徒の職業への関心など意義深いと思いますので、
　　　これからも継続してほしいです。
　　・地域貢献について、昨年より良い評価となっています。地域でのボラ
　　　ンティア活動、地元企業を知ることができる企業学習は意義深い取り
　　　組みだと思います。継続的な指導をお願いします。
　　・地域貢献について、評価が高いことに大いに共感します。保育所とも
　　　多くの交流を持っていただき、感謝しております。

　 23.タブレットの利用
　　・タブレットの利用に関しては、「あまりそうは思わない・そう思わな
　　　い」の評価が低下しています。タブレットの利活用が順調であると推
　　　察します。生徒が進学や就職するときには社会全体がデジタル化して
　　　いることが予測されますので、引き続きの活用をお願いします。

１ 明るく魅力ある学校づくり

　9.学校行事
　 ・明南祭、体育祭など、各部、各クラスが一丸となって生き生きとした
　　　姿が印象深いです。
　　・学校行事の取り組みでは保護者評価が昨年に比べて向上しています。
　　　先生方のきめ細かい対応によるものであり、引き続きの対応をお願い
　　　します。

　10.部活動
　　　・部活動は、良い成績をあげてくれたと思います。
　　・部活動においては、昨年に引き続き生徒・保護者・教職員の評価が高
　　　い。体育会系・文化系を問わず、良い成績が修められるよう指導をお
　　　願いします。

　18.危機管理について
　    ・生徒や保護者は肯定的な意見の割合が高いが、職員だけが否定的な意
　　　見［あまりそう思わない、そう思わない］が43.4％と高い。その意識
　　　の差を埋めることは大切だと思います。
　  ・危機管理では、生徒・保護者は高評価となっていますが、教職員の評
　　　価がなぜ低いのかが気になります。
　　・行事への取り組み、部活動、危機管理について、生徒・保護者の評価
　　　と教職員の評価にずれがあることが気になりました。生徒さんと教職
　　　員の目指すところの差がなくなると良いのではないでしょうか。

　20.いじめ防止
　　  ・いじめではないですが、生徒一人で行動する生徒がいる。好んで一人
　　　でいる生徒もいますが、一人でいると逆に目がいってしまいます。

　24.服装自由選択（私服登校）
　  　 ・私服登校は、今後も実施してほしいです。
　　   ・私服登校について、生徒、保護者、教職員の三者が肯定的な意見となって
　　　　います。本格実施に向けて三者が納得できるよう取り組んでいただければと
　　　　思います。
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２ 総合学科の充実

　8.総合学科
　 ・総合学科としても良い評価が多く、入学して良かった、についても高
　　　く評価できると思います。
　  ・総合学科の取り組みについて、生徒、保護者から高い評価となってい
　　　ますが、教職員の評価が昨年より低いことが気になります。
　　・学習発表では、生徒は興味を持って積極的に参加している姿を拝見
　　　し、学校の取り組みに感心しました。引き続きの指導をお願いしま
　　　す。
　 25.入学して良かった
　　・生徒も保護者も肯定的な回答が多く、総合学科での教育に満足してい
　　　る様子が読み取れます。学校への満足度が高いのは素晴らしいです。
　　　これまでの努力や指導の賜だと思います。
　　・総合学科発表会では、1年間の積み立てと生徒自身が生き生きと堂々
　　　と発表している姿を見ると、個々がすごく成長していると感じまし
　　　た。
　　・どの項目においても評価が高く、明石南高校の特色として、引き続き
　　　充実を図っていただきたいです。

６．開かれた学校づくり1．明るく魅力ある学校づくり ２．総合学科の充実 ３．基礎基本の定着と個に応じた学習習慣
４．キャリア教育の推進

個に応じたガイダンス
５．人間的ふれあいに基づく生徒指導


